
 

 

２０１８年９月２１日 

東海旅客鉄道株式会社 

Ｎ７００Ｓ確認試験車 試験状況および８両編成の走行試験開始について 
 

２０２０年度に営業投入を予定している新型車両「Ｎ７００Ｓ」について、２０１

８年３月から確認試験車を用いた基本性能試験を開始し、これまで順調に試験を続け

ております。このＮ７００Ｓは、「標準車両」として様々な両数の編成が可能であるこ

とが特徴であり、このたび通常の１６両編成とは異なる８両編成での走行試験を開始

しますのでお知らせします。 
 

１．これまでの走行試験 

○１６両編成の基本性能試験 

 ・試験内容：「地震時のブレーキ距離の更なる短縮」や「フルアクティブ制振 

制御装置による乗り心地向上」など、必要な性能を有している 

ことを確認しました。 

 ・試験時期：２０１８年３月２０日～８月末まで 

 ○バッテリー自走システムによる基本性能試験 

 ・試験内容：高速鉄道で世界初となるバッテリー自走システムによる走行 

試験を約５km/hで実施し、機能に問題ないことを確認しました。 

 ・試験時期：２０１８年９月１１日、１２日 
 

２．今後の走行試験計画 

  ○８両編成の基本性能試験 

・試験内容：様々な編成両数に変更可能である「標準車両」としての性能を 

確認するため、１６両編成を８両編成に変更して走行試験を 

実施します。 

   ・試験時期：２０１８年１０月１０日～約２か月間（予定） 

  ○長期耐久試験、バッテリー自走システム走行試験 

   ・２０１９年３月頃から１６両編成での長期耐久試験、２０１９年５月頃に 

バッテリー自走システムによる約３０km/hの走行試験を予定しています。 
 

３．走行試験スケジュール 

年度 ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ 

試験内容 

    基本性能試験 

長期耐久試験 

バッテリー自走 基本性能試験 

８両編成 基本性能試験 

バッテリー自走 走行試験 


